
                                                  

                             

 

 

 

 

１．開催趣旨 

弊社は、一昨年来、シンポジウム開催をはじめ、「次世代の国づくり」をキー・コンセプトに

活動を進めて参りました。 
さて、グローバル金融危機から 1 年半が経過し、世界の経済・金融情勢は大きく変化しまし

た。金融規制の見直しについては現在議論が行われていますが、実体経済においても国内、海

外の経済構造に大きな変化がもたらされています。従って、金融システムのあり方を論じる上

でも、従来の枠組みを前提にするのではなく、危機後の経済構造に対応したあり方を議論すべ

きだと考えます。本シンポジウムでは、グローバル金融危機後の大きな環境変化の全体像を認

識するとともに、今後、金融機関が進むべき道について、規制改革への対応、地域経済の浮揚、

成長するアジアとの関わり方といった様々な角度から展望いたします。 
 
２．概要 

日時：2010 年 6 月 18 日（金）開演 13：30～終了 17：00（開場 13：00） 

会場：東京ステーションコンファレンス（5階）・サピアホール（下記地図） 

（JR 東京駅八重洲北口改札口より徒歩 2 分、東京メトロ東西線大手町駅 B7 出口より徒歩 1 分） 
定員：200 名（参加費無料） 
申込み方法：6 月 11 日（金）までに 
下記ホームページよりお申込みください。 

http://www.jri.co.jp/seminar/ 
 

応募多数の場合は抽選のうえ 6月 14 日(月)までに 
参加証もしくは結果を電子メールでお知らせします。 
当日は参加証を印刷して名刺と共にお持ちください。 

 
３．プログラム 

（敬称略）
第 1部 （13：30～14：45） 
基調講演：「ポスト金融危機時代の日本の金融」 

池尾 和人 慶應義塾大学 経済学部 教授  
問題提起：「金融危機後の経済環境変化と金融機関の課題」 

日本総合研究所 調査部 金融ビジネス調査グループ 
〔休憩 15 分〕 

第 2部 （15：00～17：00） 
パネルディスカッション：「金融規制改革案の問題点と今後の金融機関経営」 
（モデレーター） 

池尾 和人 慶應義塾大学 経済学部 教授 
（パネリスト） 

中尾 武彦 財務省 国際局長  
河野 正道 金融庁 総務企画局 総括審議官（国際担当）   
高橋  亘 日本銀行金融研究所 所長  
車谷 暢昭 三井住友銀行 常務執行役員  

日本総研 金融シンポジウム 

「金融システムの将来像」 



 

  

 

 

池尾 和人 氏 (慶應義塾大学 経済学部 教授)  
1975 年京都大学経済学部卒業。1980 年一橋大学大学院経済学研究科博士課程修了。 
岡山大学・京都大学助教授を経て、1994 年慶應義塾大学経済学部助教授、翌 95 年か

ら現職。経済学博士（京都大学）。 
主な著書は、『開発主義の暴走と保身』（ＮＴＴ出版、2006 年）、『なぜ世界は不況に陥

ったのか』（共著、日経ＢＰ社、2009 年）、『現代の金融入門【新版】』（ちくま新書、

2010 年）など。   

 

中尾 武彦 氏 （財務省 国際局長） 
1978 年東京大学経済学部卒業。同年大蔵省入省後、大阪国税局泉大津税務署長、証券

局、主税局、国際金融局の課長補佐を歴任。1994 年 IMF（国際通貨基金）政策企画審

査局審議役に出向。1997 年に大蔵省に復帰後、銀行局中小金融課金融会社室長、財務

省国際局国際機構課長、主計局主計官（外務省、経済産業省の予算、各省所管 ODA 予

算）などを歴任。2005 年 7 月に在米国大使館公使、2007 年 7 月に財務省国際局次長、

2009 年 7 月から現職。著書に『アメリカの経済政策』（中公新書、2008 年）。   

 

河野 正道 氏 (金融庁 総務企画局 総括審議官（国際担当）) 

1978 年東京大学法学部卒業。同年大蔵省入省後、経済協力開発機構（OECD）事務局

職員として勤務（1980 年～84 年）、大蔵省銀行局、証券局などを経て、1995 年～99
年には世界貿易機関（WTO）事務局職員として勤務。帰国後、2000 年より金融庁総務

企画部国際課長、監督局銀行第一課長、同局総務課長、総務企画局総務課長、同局参

事官、審議官(監督局担当)などを経て現在に至る。現職では、金融安定理事会（FSB）、

バーゼル委員会、証券監督者国際機構（IOSCO）などに、金融庁を代表して出席。 
  

 

高橋 亘 氏 (日本銀行金融研究所 所長) 

1978 年東京大学経済学部卒業。同年日本銀行入行。調査統計局経済調査課調査役、金

融研究所研究第二課長等を経て国際局審議役（アジア担当）。EMEAP（東アジア・オ

セアニア中央銀行役員会議）、G20 などの諸会合に参加。この間、中国社会科学院、北

京大学、天津科技大学等で講義・講演。2006 年から現職。Oxford 大学経済学修士

（M.Phil）。慶応義塾大学教授（2000～02 年）ほか東京女子大学講師、京都大学公共

政策大学院講師などを歴任。   

 
 

車谷 暢昭 氏 (三井住友銀行 常務執行役員) 

1980 年 3 月東京大学経済学部卒。同年 4 月三井銀行入行、1999 年 11 月さくら銀行統

合戦略室長（さくら・住友合併事務局）、2003 年 6 月三井住友銀行王子法人営業部長、

2006 年 4 月本店営業第三部長、2007 年 4 月執行役員経営企画部長、2010 年 1 月常務

執行役員経営企画部長、同年 4 月常務執行役員、広報部、経営企画部副担当役員（現

職）。 

    
 
 
 
 

お問い合わせ先 日本総合研究所 調査部 金融シンポジウム係  

03-3288-5318 (平日 9:00～17:30) 

 

 

講師プロフィール 


